巻頭言 by unknown
巻 頭 言
先日，久しぶりに「温泉旅館」に宿泊しました。鉄筋コンクリート5階建て，客室数約5
0室，エレベーター有，宴会場併設，披露宴可能，24時間温泉利用可能，男女とも2種類の
内風呂に加えて露天風呂，こんな感じの宿です。部屋はだいたい8畳，浴衣（これ重要），
タオル，雪駄などが使えます。全部屋リバービューというのが売りでしたが，当たり前のよ
うに川沿いに建物が建っているだけです。食事は10品ちょっとの会席料理を基本にして，
ステーキや地鶏などの特別料理が追加できる。そして，夕食，朝食共に宴会場で食べる（事
前情報）という，昭和の香り漂う，いや昭和そのもの，な温泉旅館でした。
宿に到着したのが18時前でしたから，食事を19時からにしてもらい，まずは風呂をいた
だきました。食事の用意が出来たとの連絡があったのでフロントに降りると，中居さんが案
内して下さいました。しかしそこは宴会場ではなく，一般客室です。そして，通りがけにち
らと目に入ったのは，別の客室の○○様の文字と一組の雪駄。この時点で，今日の宿泊者は
2名だけかとの疑惑が持ち上がります。多分正解です。夕食を堪能し，部屋に戻って再度温
泉に浸かり，思う存分だらけながらうつらうつらしていると，横に何か懐かしい違和感が。
そこにあるのが当たり前だったけど，当たり前では無くなったものです。ブラウン管式の
テレビ。う～ん，と悩むふりをしつつ，本当はわくわくしながらスイッチを入れると番組が
しっかりと写ります。ああ，デジタルチューナーを入れたのかつまらん，と思ったのです。
しかし，リモコンの操作が，そうではないと告げています。ブラウン管画面上下の黒帯部分
に文字が挿入されてきました。2015年3月までは僻地対応によりデジタルアナログ変換で
放送されている，と。ここはそんな所だったのか。
確かに山が迫り，川向の線路は単線で列車は二両編成，ダイヤは1時間1本に及ばない。
しかしテレビを点ける前に自分は部屋でいつものようにWiFi使ってWebを見て，メール
を確認していなかったか。特に速度が遅いとは思わなかったし，携帯電話の受信状態は良好
だ。何かをアマゾンに発注したら翌日は無理でも翌々日には届くだろう。ZOZOだって同じ
だろう。ああ，確かに実店舗の選択肢は非常に限定されている，というより選択肢は無い。
三軒茶屋では簡単な1点ものアクセサリー類の購入はほぼ不可能。しかし，1，2日の猶予
があればネット経由で入手は可能だろう。では，僻地って何だ？
ネット上の情報は手に入る。物理的な本や雑誌も大方入手可能だ。作り上げたモノもファ
イルだったら世界の何処にでもすぐに送ることができる。香港やチェンマイでもコワーキング
スペースは世界のノマドワーカーが集まって情報を発信しているし，プノンペンの無料
WiFiが使えるカフェも仕事人で繁盛している。ここだって，器材を持ち込んで授業用資料
を作ろうと思ったら，研究室とは言わないけど自宅と同等位にはできるのではないか。三脚
とちょっと高画質のビデオカメラ系とホワイトボード，プロジェクタがあれば，ストリーミ
ングで露天風呂からの授業も可能だ。いや，風呂からの授業をストリーミングされたら，学
生さん達が私はカフェでとか，私は風呂に入って授業を受ける，になるかな。それもいいか。
同時に参加する，という事だけ考えれば，教員も学生もどこにいても良い訳だし。とすると，
技術的には問題はない事になる。いや，大きな問題が。風呂に90分も浸かっていたらのぼ
せてしまいますね。 （高尾）
